
秋田県
　秋田県言語聴覚士会は、去る9月10日（土）に言語聴覚の日イベントを開催しました。当会は、

今年で3回目の開催となります。県中央ブロック・県北ブロックと続き今年度は県南ブロックの

横手市交流センターＹ２（ワイワイ）プラザの屋外にぎわい広場にて実施しました。

　イベント内容は、県士会で作成したフライヤーやウェットティッシュ・日本言語聴覚士協会の

言語聴覚士のしごとパンフレット・嚥下体操パンフレットの配布・説明を行いました。あいにくの

曇り空の中で、人出はまばらではありましたが、近くのスーパーマーケットを利用する方、

併設の図書館・施設を利用する方、120名程の方々へ配布・説明することが出来ました。

　学生から高齢者まで様々な方へ啓発活動をすることができ、特に学生には仕事内容の説明、

高齢者へは介護予防の観点から嚥下体操についての説明などを行いました。

　イベント参加者の会員の中では、とても良い経験になった、言語聴覚士という仕事がいかに認知されて

いないかがわかった、など様々な感想が寄せられました。

　また、高齢化率が全国一位の当県にとって、私たちが“地域の一員”として“言語聴覚士”として

何が出来るのかを深く考えさせられる一日となりました。

　今後もこのようなイベントを継続して行い、啓発活動を広く行っていく必要性を強く感じました。　　　
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